
                                 令和 8 年９月吉日 

申請者各位 

                            株式会社 住宅性能評価センター 

 

日頃より各種申請にて弊社をご利用いただき誠にありがとうございます。 

審査に関するお知らせをさせていただきます。 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  お知らせ  ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

フラット 35 の適合証明書が電子化になります。 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
 

適合証明書【フラット 35】の申請に関する変更事項の一部をお知らせします。 

 

◇ 改正の概要  

１．【フラット３５】に必要な『適合証明書』の交付を電子化いたします。 

  ２．設計・中間検査時に交付している『通知書』も電子化いたします。 

  ３．各種書類の取得方法は、「ダウンロード」又は「メール受信」してください。 

  ４．F-2Web の基本情報の入力方法を変更いたします。 

  ５．竣工検査申請書の書式が変更になります。 

  ６．適合証明書の書式・発行部数が変更になります。 

７．その他変更事項 

①【フラット 35】S（金利 A プラン）「耐久性・可変性」を選択した場合は、 

      【フラット 35】維持保全型「長期優良住宅」のチェックが必須になります。 

② 耐久性のある土台の材種から「台湾ひのき」が削除になりました。 

   

 ◇ 該当する申請種別 ： 新築（戸建・共同）・賃貸・中古融資 他 

◇ 適用対象 ： 2026 年 10 月 1 日以後に発行される適合証明書 

 

 

◇ 改正の説明  

 

１．【フラット３５】に必要な『適合証明書』の交付を電子化いたします。 

住宅金融支援機構の運用変更に伴い、申請の方法（紙面・電子）を問わず、原則、 

電子ファイル（PDF）による交付とさせていただきます。 

また、今後の紙面交付は、金融機関から紙面交付を求められた場合に限る予定です。 

 

  ２．設計・中間検査時に交付している『通知書』も電子化いたします。 

弊社は当該変更に伴い「各種通知書」も電子ファイル（PDF）による交付に変更

いたします。 



 

  ３．各種書類の取得方法は、「ダウンロード」又は「メール受信」をしてください。 

・電子申請の場合：確認済証等と同様に「F-2Web の『機関発行書類出力』から

ダウンロード」をお願いいたします。 

    ・紙申請の場合 ：「メール」にて送信させていただきます。 

 

  ４．F-2Web の基本情報の入力方法をご案内いたします。 

    １）基本情報の「基本情報」欄に以下事項を追加・変更しました 

      ①「交付書類発行方法」欄を追加しました 

→ 選択項目は「電子」を選択 してください。 

      ②「副本・済証受取方法」欄の選択項目を変更しました。 

→ 選択項目は「F-2Weｂ」を選択 してください。 

 

   【画面表示事例】 

 
 
 
 
 
 
 
  ５．竣工検査申請書の書式が変更になります。 

１）第一面の「申請者・代理者」欄に『ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ』の記載欄が追加になりました。 

   ２）第一面の「連絡事項」欄に『紙交付希望のチェック』欄が追加になりました。 

※１：どちらも「F-2Web 申請の場合は記載不要」です。（F-2Web 交付になるため）  

    ※２：この書式は、令和 8 年 10 月 1 日以後に設計検査の申請をした物件から適用になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ６．適合証明書の書式・発行部数が変更になります。 

   ・詳しくは住宅金融支援機構の案内チラシをご確認ください。【別紙１参照】 
 
 
 

 



 
 
 ◇ ７．その他変更事項  
 

①【フラット 35】S（金利 A プラン）「耐久性・可変性」を選択した場合は、 

  【フラット 35】維持保全型「長期優良住宅」のチェックが必須になります。 

  → 申請書第２面の「フラット 35S 適用基準」で、金利 A のプラン「耐久性・可変性 

を選択した場合は、必ず「フラット 35 維持保全型」にもチェックをしてください。 

 

 

    【参考表示】 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 耐久性のある土台の材種から「台湾ひのき」が削除になりました。 

住宅性能表示制度の評価方法基準が令和 8 年 5 月に改正されたことを踏まえ、 

住宅の耐久性確保に関する措置の基準のうち、外壁に接する土台の材種から『台湾ひの 

き』が対象外になりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

以 上 
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